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5 野瀬繁隆

小項目ごと

1 慶應義塾大学と
連携したまちづ
くり支援事業に
ついて

(1) 事業の目的・成果などについて
・事業の取り組みに至った背景・経緯・目的は何か。
・慶應義塾大学ＳＦＣ研究所と町との協定はどのような内容か。
・事業の具体的な取り組み内容は。
・事業開始年度からの年度ごとの事業費は。

(2) 事業の成果をどう捉え、評価しているのか。
・「大刀洗みらい研究所」における研究成果とその成果を地域づくりにどう反
映、実践したのか。
・「大刀洗つながりの学校ＰＬＡＴ」の取り組み成果とその評価をどのように捉
えているのか。

(3) 今後、事業の成果等を踏まえ産業界へのアプローチなど事業の継続、見直し
を検証・検討していく必要があると考えるが所信を。

町長

2 災害時の避難に
ついて

(1) 大刀洗町地域防災計画の第１０節　避難収容対策について
・前文に、避難所について、速やかに開設・運営ができるよう実施計画を定める
となっているが、計画策定・公表されたのか。
・指定避難所の管理責任者をあらかじめ定めておくとなっているが、実態はどう
か。また、避難所開設の判断基準や運営方法なども含め定めておく必要があるの
では。
・災害（台風、大雨）の状況によっては、近くの避難所（公民館など）をもっと
利用しやすくすべきと考えるが所信を。

(2) 第１８節　避難行動要支援者の安全確保について
・支援体制の整備において避難行動要支援者名簿、個別避難支援計画を作成し、
避難支援の仕組みづくりを推進とあるが実態は。

町長

3 地域間格差につ
いて

(1) 大堰校区の人口減少、高齢化、児童数の減少、空き家の増加などに対する現
状認識は。今後どう対応していく考えなのか。

(2) 課題解決の一つの施策として、これまでに実績のある定住促進住宅整備事業
を検討する考えについての所信を。

町長

6 實藤量德

小項目ごと

1 複業人材登用に
よる実証実験に
ついて

(1) どのようなものか。また、活用法は。

(2) 株式会社Another works(アナザーワークス)とはどのような会社で、契約内
容は。

町長

2 農業問題につい
て

(1) 町長の「新たな挑戦」に（担い手の確保）とあるが、どのような施策を行っ
ているか。

(2) 高齢のため離農される方が増えると予想され、その農地も代わりに耕作する
方が見つかれば良いが、見つからなければ耕作放棄地が増える。大堰校区の特に
三川地区の高齢化率は高く、農地も農業以外には転用できないところも多く、荒
れ地が増えるのではないかと危惧される。このような問題をどのように考える
か。

町長

7 平山賢治

大項目ごと

1 説明員の職責に
ついて

(1) 議会における説明員の職責はなにか。

(2) 貴町の説明員は前項の職責を理解しているか。

(3) 回答書では圧力等の懸念も示されているが、これまでの町長の答弁によれ
ば、理由をつければあらゆる言動が許容されるとも解釈できるがどうか。

町長

2 第3次行政改革
大綱の評価と課
題、見直しにつ
いて

第3次行政改革大綱が平成18年に策定されて20年近くが経過しようとしている。
(1) 当時の政治的状況を踏まえた成果と課題をどう見るか。

(2) 財政難を理由にさまざまなサービス削減や補助金の減、住民負担増が実施さ
れたが、その主なものをお示しいただきたい。

(3) 近年は財政状況も異なっており、現状を踏まえて見直すべき時期と考えるが
どうか。

町長
教育長

3 地方自治につい
て

(1) 地方自治法改定案に示されている国の指示権などは、地方自治の否定にもつ
ながりかねない重大な問題をはらんでいると考えるが、町の見解は。

(2) 定額減税について、地方自治体の業務負担が極めて重いと思われるが、負担
の実際や今後の見通しは。

(3) 「消滅可能性都市」なる研究や効果の是非について、町の見解は。

町長
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8 大石純

小項目ごと

1 徹底した子育て
支援について

小学校・中学校の給食の完全無償化、1歳までの紙おむつの無償供与、2歳児まで
の幼稚園・保育園の無償化、18歳までの医療費の完全無償化、この4つの子育て
支援提言について
(1) 上記提言についての所感を。

(2) 4つのうちまず小中学校の給食の完全無償化を検討してほしい。給食無償化
について以前の一般質問では国の動きを見るとのことだったが進捗は。

(3) いずれは一般予算に組み入れるべきであるが、取り急ぎふるさと創生基金の
取り崩しで対応は。

町長
教育長

2 県道上高橋野町
線の延伸や部分
拡幅工事につい
て

長期間途絶している県道上高橋野町線の延伸・拡幅工事について
(1) 約5年動きがない県道改良済み道路から大分道までの延伸工事の状況と今後
の再開始予定は。

(2) 大分道から県道本郷基山線まで狭あい部の部分拡幅工事を早めに行えない
か。

(3) 県道の工事を県に予算を要求し委託という形で町が早く工事を進めるという
事は出来ないか。

町長

3 新型コロナワク
チンの2024年度
以降の接種補助
について

自己増殖型mRNAワクチン（レプリコンワクチン）の補助の中止と危険性の啓蒙を
(1) 超党派の国会議員等で構成されているWCHJ議連につての知見とご所見を伺い
たい。

(2) 現在までのｍRNAワクチン接種が起因する重篤な後遺症や死者の発生状況を
国と当町の状況は。

(3) ワクチン接種による死亡見舞金の4月以降の金額は。

(4) 今秋より接種開始予定のレプリコンワクチンの予定価格と町の補助金額は。

(5) 2021年のオミクロン株以降、死亡や重症化の報告はほとんどないにも関わら
ず新型コロナワクチンを接種し続けた意味についてご所見を。

(6) このような状況を鑑み補助の中止と危険性の啓蒙を町全体で取り組んでいた
だけるか。

町長
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